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NY マーケットレポート（2017 年 8 月 7 日） 

 

NY 市場では、前週末の米雇用統計の結果を手掛かりに、序盤はドルが堅調な動きとなった。しかし、米国の主要な経済指標の発

表がなく、市場参加者も徐々に夏季休暇に入っていることから薄商いとなり、その後は小動きの展開が続いた。また、複数の米

当局者の発言があったが、反応はやや限定的だった。その中で、8 日のズマ南ア大統領の不信任投票が無記名式で行われることが

決定したとの報道を受けて、ズマ大統領が辞任に追い込まれる可能性が高まったとの見方が広がり、南ア・ランドは主要通貨に

対して上昇した。 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

22：55 

南アフリカ、ズマ大統領への不信任投票を非公開で実施へ 

 

 

出所：Net Dania 

 

 

ムベテ南ア国民議会（下院）議長、は、記者団に対し、南アフリカ共和国の議会は、ズマ大統領の不信任動議に関して非公開の投票を

実施するとした。不信任動議が可決されるには議員 400 人のうち過半数による支持が必要になる。非公開投票によって、与党議員は、

自らの職を失うリスクを負わずに大統領解任に賛成票を投じることが可能になることから、ズマ大統領が罷免される確率は高まると見

られている。 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

            8 月 4 日・7月 28 日・7月 21 日・ 7月 14 日・7月 7日  

公的部門・・・・・・・16709.9・・16589.9・・16493.0・・16371.7・・16233.5 

資産担保証券 ABS・・・・247.2・・・246.6・・・246.6・・・247.0・・・244.8 

カバード債・・・・・・ 2255.8・・ 2250.4・・ 2246.3・・ 2238.7・・ 2230.5 

（億ユーロ） 

 

 

0：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・「最近のデータではインフレ率目標の到達に疑問」 

・「現行の金利水準が短期的に適切な可能性高い」 

・「最近のインフレデータ、予想外に低い」 

・「米成長率は、2Q に加速しても 2％のトレンドが続く」 

・「ドル下落は欧州の見通しが理由、ECB はタカ派に傾斜」 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。最近のユーロ高で輸出企業の収益が悪化するとの懸念を背景に、独 DAX 指数は軟調な動き

となった。一方、英 FT100 指数は、資源株が買われたことが全体を押し上げ続伸となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

 

2：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・「9月にバランスシート縮小を開始する用意がある」 

・「最善の政策は金利を現行水準で据え置くこと」 

 

 

 

3：05 

≪ 要人発言 ≫ 

カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁 

 

・「私の予測では石油価格は下落を続ける」 

・「インフレ率が目標に達していないことは重大」 

 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.19 ドル安の 1バレル＝49.39 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC（石油輸出国機構）加盟国と非加盟国による協調減産の効果が疑問視され、売りが優勢となった。また、リビアの生産

増加に対する警戒感も圧迫要因となった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、前週末の 7 月の米雇用統計で、非農業部門雇用者数の増加幅が市場予想を上回ったことが引き続き材料視され、序盤か

ら堅調な動きとなった。ただ、当面の利益を確定する売りが出たことなどもあり、上値は限定的となった。ダウ平均株価は、序盤から

堅調な動きとなり、前週末比 28ドル高まで上昇したが、その後は上値の重い動きとなった。ただ、取引時間中、終値ベースの最高値を

9営業日連続で更新した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、市場参加者も徐々に夏季休暇に入っていることから薄商いとなり、小動きの展

開が続いた。また、米当局者の発言があったが、反応はやや限定的となった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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